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国
民
年
金

▪
令
和
５
年
度
の
保
険
料
額

　
令
和
５
年
度
の
保
険
料
額
は
、
１
か
月

あ
た
り
１
万
６
千
５
百
２０
円
で
す
。
日
本

年
金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ
る
納
付
書
で
、

金
融
機
関
・
郵
便
局
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
で
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▪
保
険
料
の
前
納
割
引

　
一
定
期
間
の
保
険
料
を
ま
と
め
て
前
納

す
る
と
、
割
引
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
５
月
１
日
ま
で
に
、
１
年
分
を
ま
と
め

て
現
金
納
付
（
１
年
前
納
）
し
た
場
合
、

納
付
額
は
１９
万
４
千
７
百
２０
円
（
令
和
５

年
４
月
〜
令
和
６
年
３
月
分
の
保
険
料
額

が
対
象
）
で
、
毎
月
納
め
る
場
合
よ
り
３

千
５
百
２０
円
の
割
引
と
な
り
ま
す
。

※
ほ
か
に
、
２
年
前
納
、
６
か
月
前
納
、

口
座
振
替
の
早
割
な
ど
の
割
引
が
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
合
せ　
ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル
☎

０
５
７
０
（
０
０
３
）
０
０
４

▪
学
生
納
付
特
例
制
度

　
学
生
で
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
と
き

は
、
所
得
な
ど
の
審
査
を
受
け
、
認
め
ら

れ
る
と
、
そ
の
期
間
の
保
険
料
を
社
会
人

に
な
っ
て
か
ら
な
ど
、
後
か
ら
納
め
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
退
職
し
て
学
生
に
な
っ

た
方
は
、
申
請
の
際
に
離
職
票
や
雇
用
保

険
受
給
資
格
者
証
な
ど
の
添
付
が
必
要
で

す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
合
せ　
ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル
☎

０
５
７
０
（
０
０
３
）
０
０
４

▪
国
民
年
金
保
険
料
の
追
納

　
経
済
的
な
理
由
で
国
民
年
金
保
険
料
の

免
除
や
納
付
猶
予
、
学
生
納
付
特
例
を
認

め
ら
れ
た
期
間
の
あ
る
方
が
、
後
か
ら
期

間
分
の
保
険
料
を
納
付
で
き
る
制
度
が
あ

り
ま
す
。
納
付
す
る
と
、
将
来
受
け
取
れ

る
年
金
額
を
増
や
せ
ま
す
。
詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
武
蔵
野
年
金
事
務
所
☎
０
４
２

２
（
５６
）
１
４
１
１

▪
年
金
の
予
約
相
談

　
日
本
年
金
機
構
で
は
、
全
国
の
年
金
事

務
所
で
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
年

金
請
求
の
手
続
き
や
受
給
し
て
い
る
年
金

の
相
談
な
ど
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

と　
き　
月
曜
〜
金
曜
日　
午
前
８
時
３０

分
〜
午
後
５
時
１５
分

申
込
み　
希
望
日
の
１
か
月
前
か
ら
前
日

ま
で
に
、
基
礎
年
金
番
号
が
分
か
る
年
金

手
帳
や
年
金
証
書
を
用
意
の
う
え
、
予
約

受
付
専
用
電
話
へ
☎
０
５
７
０
（
０５
）
４

８
９
０

▪
将
来
の
年
金
受
け
取
り
額
を
増
や
し
た

い
方　
付
加
年
金
制
度

　
付
加
年
金
と
は
、
納
付
す
る
保
険
料
に

４
百
円
を
上
乗
せ
す
る
と
、
将
来
受
け
取

れ
る
年
金
額
を
増
や
せ
る
制
度
で
す
。
手

続
き
を
し
た
月
か
ら
の
加
入
で
す
。

　
ま
た
、
産
前
産
後
の
保
険
料
納
付
免
除

期
間
中
も
、
加
入
で
き
ま
す
。

対　
象　
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方

▽
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
ま
た
は
２０

歳
以
上
６５
歳
未
満
で
海
外
任
意
、
高
齢
任

意
加
入
中

▽
現
在
、
保
険
料
納
付
の
免
除
や
納
付
猶

予
、
学
生
納
付
特
例
の
認
定
を
受
け
て
い

な
い

▽
国
民
年
金
基
金
に
加
入
し
て
い
な
い

持
ち
物　
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許

証
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど
）、
年

金
手
帳
ま
た
は
基
礎
年
金
番
号
通
知
書

※
代
理
人
が
申
出
す
る
場
合
、
委
任
状
と

代
理
人
の
本
人
確
認
書
類
が
必
要
で
す
。

※
郵
送
で
手
続
き
も
で
き
ま
す
。
詳
し
く

は
、
小
平
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な

る
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
保
険
年
金
課
☎
０４２
（
３
４
６
）

９
５
３
１

令
和
５
年
度
の

保
険
料
率
が
決
定

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

　
令
和
５
年
度
の
保
険
料
率
は
前
年
度
と

同
じ
で
す
（
表
１
）。
７
月
に
発
送
す
る

保
険
料
額
決
定
通
知
書
で
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

※
納
付
が
年
金
か
ら
の
引
き
落
と
し
の
方

設
置
費
用
を
助
成

省
・
創
・
蓄
エ
ネ
ル
ギ
ー

機
器
等
設
置

モ
ニ
タ
ー
を
募
集

　
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
や
蓄
電
池
、
Ｖ

２
Ｈ
充
放
電
設
備
、断
熱
窓
、燃
料
電
池
、

Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
を
設
置
し
た
家
庭
や
事
業
所

に
、
設
置
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

　
助
成
を
受
け
る
方
は
、
モ
ニ
タ
ー
と
し

て
機
器
な
ど
の
使
用
効
果
な
ど
を
報
告
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

▪
対
象
機
器
、
助
成
金
額

▽
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
…
出
力
１
㌔
㍗

当
た
り
３
万
円
（
上
限
１０
万
円
）、
予
定

件
数
７５
件

▽
蓄
電
池
…
６
万
円
、
予
定
件
数
４０
件

▽
Ｖ
２
Ｈ
充
放
電
設
備
…
６
万
円
、
予
定

件
数
２０
件

▽
断
熱
窓
…
設
置
費
用
の
５
分
の
１
（
上

限
５
万
円
）、
予
定
件
数
２０
件

▽
燃
料
電
池（
エ
ネ
フ
ァ
ー
ム
）…
定
格
出

力
０
・
７
㌔
㍗
あ
た
り
の
機
器
は
２
万
５

千
円
、
定
格
出
力
０
・
４
㌔
㍗
あ
た
り
の

機
器
は
１
万
９
千
円
、
予
定
件
数
計
百
件

▽
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
（
設
置
費
用
が
２
万
円
以

上
の
も
の
に
限
る
）
…
設
置
工
事
を
伴
う

場
合
、
設
置
費
用
の
２
分
の
１
（
上
限
５

万
円
）、
設
置
工
事
を
伴
わ
ず
電
球
購
入

の
み
を
行
う
場
合
は
１
万
円

申
込
み　
令
和
６
年
３
月
３１
日
（
日
）
ま

で
に
、
申
請
書
類
を
問
合
せ
先
へ
持
参
ま

た
は
送
付
（
電
子
メ
ー
ル
不
可
、
先
着

順
）

※
予
算
総
額
に
達
し
た
時
点
で
、
受
け
付

け
を
終
了
し
ま
す
。

※
対
象
や
要
件
な
ど
、
詳
し
く
は
募
集
要

領
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
募
集
要
領
は
、
問

合
せ
先
（
市
役
所
４
階
）、
東
部
・
西
部

出
張
所
、
動
く
市
役
所
で
配
布
す
る
ほ

か
、
小
平
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
に

な
れ
ま
す
。

問
合
せ　
環
境
政
策
課
（
〒
１８７
︱
８
７
０

１　
小
平
市
役
所
）
☎
０４２
（
３
４
６
）
９

８
１
８市

民
版
環
境
配
慮
指
針
が

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

　
市
民
版
環
境
配
慮
指
針
は
、
公
募
で
集

ま
っ
た
市
民
・
事
業
者
・
民
間
団
体
が
、

み
ず
か
ら
環
境
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
、

す
べ
き
こ
と
を
一
緒
に
考
え
、
平
成
１６
年

に
作
成
、
平
成
２７
年
に
見
直
し
を
行
い
ま

し
た
。

　
そ
の
後
、
環
境
問
題
を
取
り
巻
く
情
勢

が
変
化
し
た
こ
と
や
、
令
和
３
年
４
月
か

ら
第
三
次
環
境
基
本
計
画
が
開
始
さ
れ
た

こ
と
に
伴
い
、
令
和
３
年
９
月
か
ら
指
針

の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
開
始

さ
れ
、
令
和
５
年
３
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

さ
れ
た
指
針
が
完
成
し
ま
し
た
。

　
指
針
を
読
ん
で
、
私
た
ち
一
人
一
人
が

環
境
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
を
考
え
、
実

践
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

※
指
針
は
、問
合
せ
先
（
市
役
所
４
階
）、

市
政
資
料
コ
ー
ナ
ー
（
市
役
所
１
階
）、

東
部
・
西
部
出
張
所
、
ふ
れ
あ
い
下
水
道

館
で
配
布
す
る
ほ
か
、
小
平
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

問
合
せ　
環
境
政
策
課
☎
０４２
（
３
４
６
）

９
８
１
８

食
物
資
源（
生
ご
み
）処
理
機
器

購
入
の
補
助
金
制
度

　
家
庭
か
ら
出
る
生
ご
み
の
自
家
処
理
を

促
進
す
る
た
め
、
食
物
資
源
（
生
ご
み
）

処
理
機
器
を
購
入
し
た
方
に
、
補
助
金
を

交
付
し
ま
す
。
食
物
資
源
処
理
機
器
を
利

用
す
る
と
生
ご
み
が
減
り
、
か
ら
す
対
策

に
も
有
効
で
す
。
上
手
に
利
用
し
て
、
ご

み
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う
。

補
助
金
額　
購
入
金
額
の
２
分
の
１
（
上

限
３
万
円
）

※
申
請
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
小
平
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
予
算
限
度
額
に
達
し

た
時
点
で
、
受
け
付
け
を
終
了
し
ま
す
。

問
合
せ　
資
源
循
環
課
☎
０４２
（
３
４
６
）

９
５
３
５

対

象

を

拡

大

図
書
館
宅
配
貸
出
サ
ー
ビ
ス

　
図
書
館
で
は
、
来
館
が
困
難
な
方
に
図

書
館
の
資
料
を
月
に
一
度
ご
自
宅
に
届
け

る
宅
配
貸
出
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
こ
れ
ま
で
は
要
介
護
１
以
上
の
方
を
対

象
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
４
月
か
ら
は
次

の
と
お
り
に
対
象
を
拡
大
し
ま
す
。

対　
象　
市
内
在
住
で
次
の
①
〜
③
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
、
ま
た
は
市
内
の

病
院
や
施
設
に
入
院
、
入
所
し
て
い
て
図

書
館
へ
の
来
館
が
困
難
な
方

▽
①
心
身
の
障
が
い
、病
気
、高
齢
な
ど
に

よ
り
、
図
書
館
へ
の
来
館
が
困
難
、
ま
た

は
重
い
本
を
持
ち
帰
る
こ
と
が
で
き
な
い

▽
②
出
産
前
後
や
ケ
ガ
な
ど
で
、
一
定
期

間
来
館
で
き
な
い

▽
③
自
宅
で
常
時
介
護
を
し
て
い
て
、
外

出
が
困
難

※
図
書
館
利
用
カ
ー
ド
の
登
録
が
必
要
で

す
。

※
①
・
③
の
方
は
、
事
前
に
職
員
が
訪
問

し
て
お
話
を
伺
い
ま
す
。

宅
配
日
時　
第
２
木
曜
日　
午
前
１０
時
３０

分
〜
正
午
、
ま
た
は
午
後
１
時
３０
分
〜
３

時※
宅
配
日
は
、
図
書
館
が
指
定
す
る
別
の

日
時
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
初
回
宅
配
日
は
、
４
月
１３
日
（
木
）
で

す
。
①
・
③
の
方
は
、
事
前
訪
問
終
了
後

に
な
り
ま
す
。

貸
出
点
数　
図
書
・
雑
誌
１０
冊
、
Ｃ
Ｄ
・

カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
３
点
ま
で
（
６０
歳
以
上

の
方
、
身
体
に
障
が
い
の
あ
る
方
は
さ
ら

に
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
５
点
ま
で
）

貸
出
期
間　
貸
出
の
宅
配
日
か
ら
翌
月
の

宅
配
日
ま
で

申
込
み　
登
録
申
込
書
を
図
書
館
（
分
室

を
除
く
）
へ
（
送
付
・
電
話
・
フ
ァ
ク
シ

ミ
リ
可
。
代
理
人
に
よ
る
申
込
み
可
）

※
登
録
申
込
書
は
図
書
館
（
分
室
を
除

く
）
で
配
布
す
る
ほ
か
、
小
平
市
立
図
書

館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も

で
き
ま
す
。

問
合
せ　
中
央
図
書
館
（
〒
１８７
︱
０
０
３

２　
小
川
町
二
丁
目
１
３
２
５
番
地
）
☎

０４２
（
３
４
５
）
１
２
４
６
、
V

０４２
（
３
４

５
）
１
４
８
３

発
達
が
気
に
な
る

子
ど
も
の
た
め
の

造
形
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

小
平
市・白
梅
学
園
大
学

連
携
療
育
事
業

　
学
生
と
一
緒
に
、
絵
を
描
い
た
り
工
作

を
し
た
り
し
ま
す
。

▪
火
曜
造
形
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

と　
き　
５
月
１６
日・３０
日
、６
月
２０
日
、

７
月
１８
日
、
９
月
２６
日
、
１０
月
３
日
・
２４

日
、
１１
月
２８
日
、
１２
月
５
日
・
１９
日
、
令

和
６
年
１
月
１６
日
・
３０
日
、
２
月
６
日
の

火
曜
日　
午
後
２
時
４０
分
〜
４
時
１０
分

対　
象　
市
内
在
住
の
発
達
が
気
に
な
る

ま
た
は
障
が
い
の
あ
る
３
歳
以
上
の
未
就

学
児

▪
土
曜
造
形
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

と　
き　
５
月
２０
日
、６
月
３
日・２４
日
、

７
月
８
日
・
２２
日
、
９
月
３０
日
、
１０
月
７

日
・
２８
日
、
１１
月
１１
日
・
２５
日
、
１２
月
９

日
、
令
和
６
年
１
月
２７
日
の
土
曜
日　
午

後
２
時
４０
分
〜
４
時
１０
分

対　
象　
市
内
在
住
の
発
達
が
気
に
な
る

ま
た
は
障
が
い
の
あ
る
小
学
校
１
年
生
〜

３
年
生

︱
︱
共　
通
︱
︱

と
こ
ろ　
白
梅
学
園
大
学

主　
催　
白
梅
学
園
大
学
、
小
平
市

定　
員　
各
１０
人

申
込
み　
４
月
２１
日
（
金
）
ま
で
に
、
は

が
き
ま
た
は
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
で
、
お
子
さ

ん
の
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、

通
園・通
学
先
、学
年
（
特
別
支
援
学
級・

教
室
の
場
合
は
学
級
名
）、
生
年
月
日
を

記
入
の
う
え
、
白
梅
学
園
大
学
小
平
市
連

携
事
業
事
務
局
（
〒
１８７
︱
８
５
７
０　
小

川
町
１
︱
８
３
０
）
へ
（
電
子
メ
ー
ル

可
）
V

０４２
（
３
４
６
）
５
６
５
２
、
A

kodaira.renkei@gmail.com

（
申
込

み
多
数
の
場
合
は
抽
選
し
、
結
果
を
全
員

に
通
知
）

問
合
せ　
障
が
い
者
支
援
課
☎
０４２
（
３
４

６
）
９
５
４
０

親
子
で
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト

就
学
前
の
お
子
さ
ん
対
象

　
市
内
の
公
立
保
育
園
で
は
、
就
学
前
の

お
子
さ
ん
を
対
象
に
、
親
子
で
楽
し
め
る

イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。
一
緒
に
楽

し
く
遊
び
な
が
ら
、
気
軽
に
参
加
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
詳
し
く
は
、
小
平
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▪
保
育
園
で
あ
そ
ぼ
う
会

日　
程　
▽
①
５
月
１７
日
（
水
）　
午
前

１０
時
〜
１１
時　
小
川
保
育
園

▽
②
６
月
７
日
（
水
）　
午
前
１０
時
〜
１１

時　
花
小
金
井
保
育
園

▽
①
７
月
５
日
（
水
）　
午
後
３
時
〜
４

時　
上
宿
保
育
園

▽
②
９
月
７
日
（
木
）　
午
後
３
時
〜
４

時　
仲
町
保
育
園

▽
②
１０
月
１９
日
（
木
）　
午
前
１０
時
〜
１１

時　
喜
平
保
育
園

▽
②
１１
月
８
日
（
水
）　
午
前
１０
時
〜
１１

時　
上
水
南
保
育
園

▽
①
１２
月
１２
日
（
火
）　
午
後
３
時
〜
４

時　
津
田
保
育
園

※
①
は
小
川
西
保
育
園
、
②
は
大
沼
保
育

園
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▪
な
か
よ
し
パ
ー
ク

日　
程　
市
内
の
公
民
館
で
毎
月
開
催

※
開
催
日
時
な
ど
、
詳
し
く
は
小
平
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

︱
︱
共　
通
︱
︱

申
込
み　
開
催
月
の
前
月
１
日
か
ら
開
催

日
前
日
ま
で
（
平
日
の
午
前
９
時
３０
分
か

ら
午
後
４
時
３０
分
ま
で
）
に
電
話
で
各
問

合
せ
先
へ
（
先
着
順
）

問
合
せ　
小
川
西
保
育
園
☎
０４２
（
３
４

１
）
０
０
７
６
、
大
沼
保
育
園
☎
０４２
（
３

４
１
）
０
７
２
６

小
平
市
国
際
交
流
協
会

　
外
国
人
講
師
に
よ
る
、
通
年
コ
ー
ス
で

す
。

▪
初
級
フ
ラ
ン
ス
語
講
座　
受
講
生
を
募

集と　
き　
▽
①
前
期
…
５
月
１２
日
〜
７
月

２８
日
の
金
曜
日　

▽
②
後
期
…
９
月
１５
日
〜
令
和
６
年
２
月

２
日
の
金
曜
日　

※
い
ず
れ
も
午
前
１１
時
か
ら
午
後
０
時
３０

分
ま
で
。

費　
用　
①
１
万
７
千
百
円
（
賛
助
会

費
、
教
材
費
込
み
）、
②
１
万
９
千
８
百

円▪
初
中
級
ス
ペ
イ
ン
語
講
座　
受
講
生
を

募
集

と　
き　
▽
①
前
期
…
５
月
１２
日
〜
９
月

２２
日
の
金
曜
日

▽
②
後
期
…
１０
月
６
日
〜
令
和
６
年
３
月

８
日
の
金
曜
日

※
い
ず
れ
も
午
後
２
時
か
ら
３
時
３０
分
ま

で
。

費　
用　
①
２
万
千
８
百
円
（
賛
助
会

費
、
教
材
費
込
み
）、
②
２
万
９
百
円

対　
象　
初
級
コ
ー
ス
を
修
了
し
た
方
、

学
び
直
し
た
い
方

︱
︱
共　
通
︱
︱

と
こ
ろ　
学
園
西
町
地
域
セ
ン
タ
ー
３
階

定　
員　
各
１５
人

申
込
み　
住
所
、
氏
名
（
漢
字
・
ふ
り
が

な
）、
平
日
の
昼
間
に
連
絡
の
取
れ
る
電

話
番
号
を
問
合
せ
先
へ
（
電
話
・
電
子
メ

ー
ル
可
、
先
着
順
）

問
合
せ　
小
平
市
国
際
交
流
協
会
☎
０４２

（
３
４
２
）
４
４
８
８
、
Ainfo@kifa-

tokyo.jpあ
す
ぴ
あ

あ
す
ぴ
あ

▪
事
業
部
会
の
部
会
員
を
募
集

　
あ
す
ぴ
あ
で
実
施
す
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど

を
一
緒
に
行
う
方
を
募
集
し
ま
す
。

活
動
内
容　
▽
イ
ベ
ン
ト
部
会
…
市
民
活

動
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
講
座
や
交
流
サ
ロ
ン
の

企
画
・
実
施

市

職

員

募

集

令
和
５
年
７
月
採
用

　
試
験
は
、
テ
ス
ト
セ
ン
タ
ー
方
式
（
４

月
１９
日
（
水
）
か
ら
５
月
７
日
（
日
）
の

う
ち
、
都
合
の
よ
い
日
程
と
会
場
を
選

択
）
で
行
い
ま
す
。

募
集
職
種
・
採
用
予
定
人
数
・
応
募
資
格

　
左
表
の
と
お
り

申
込
み　
４
月
１６
日
（
日
）
ま
で
に
、
小

平
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
専
用
サ
イ
ト
へ

※
事
前
に
小
平
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
採
用

試
験
要
項
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
職
員
課
☎
０４２
（
３
４
６
）
９
５

１
４

の
４
月
・
６
月
・
８
月
の
保
険
料
は
、
令

和
３
年
中
の
所
得
に
基
づ
き
、
仮
に
計
算

し
た
額
で
す
。

▪
保
険
料
の
軽
減

　
所
得
が
一
定
基
準
以
下
の
方
に
対
し
て

保
険
料
の
軽
減
を
実
施
し
て
い
ま
す
（
表

２
）。
詳
し
く
は
、
７
月
に
発
送
す
る
保

険
料
額
決
定
通
知
書
に
同
封
す
る
お
知
ら

せ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
被
扶
養
者
、
遺
族
年
金
・
障
害
年
金
の

受
給
者
、
無
収
入
の
方
な
ど
、
所
得
が
不

明
な
場
合
は
、
軽
減
が
受
け
ら
れ
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
対
象
者
で
、
所
得
の
申

告
を
し
て
い
な
い
場
合
は
、
税
務
課
（
市

役
所
２
階
）、
東
部
・
西
部
出
張
所
で
、

住
民
税
の
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
保
険
年
金
課
☎
０４２
（
３
４
６
）

９
５
３
８

小
平
市
消
防
団

新
体
制
ス
タ
ー
ト

自
ら
の
郷
土
は
自
ら
守
る

　
小
平
市
消
防
団
は
、
４
月
１
日
か
ら
新

体
制
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
小
平
市
消
防
団
は
９
個
分
団
百
５１
人

（
定
員
百
５１
人
）
で
編
成
さ
れ
、
地
域
の

防
災
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
郷
土
愛
護
の
精
神

に
基
づ
き
、
市
民
の
生
命
、
身
体
お
よ
び

財
産
を
守
る
た
め
、
生
業
を
も
ち
な
が

ら
、
災
害
発
生
時
に
は
昼
夜
を
問
わ
ず
出

動
し
て
い
ま
す
。
地
域
に
密
着
し
、
市
民

の
安
全
、
安
心
に
貢
献
す
る
消
防
団
員

に
、
皆
さ
ん
の
温
か
い
ご
理
解
と
ご
支
援

を
お
願
い
し
ま
す
。
消
防
団
の
新
体
制
は

左
表
の
と
お
り
で
す
（
敬
称
略
）。

問
合
せ　
防
災
危
機
管
理
課
☎
０４２
（
３
４

６
）
９
８
１
３

表 １　令和 ５年度の保険料率

表 ２　均等割額および所得割額の軽減
均等割額の軽減

所得割額の軽減

被扶養者だった方の軽減

※賦課のもととなる所得金額とは、前年の総所得金額および山林所
得金額ならびに株式・長期（短期）譲渡所得金額などの合計から
地方税法に定める基礎控除額（合計所得金額が２,４００万円以下の
場合は４３万円）を控除した額です（ただし、雑損失の繰越控除額
は控除しません）。

+ ＝
保険料額
（年額）

保険料額については
１００円未満切捨て

（賦課限度額６６万円）

所得割額
賦課の
もととなる
所得金額※
×
９．４９％

均等割額

被保険者
１人あたり
４６，４００円

　同じ世帯の被保険者全員と世帯主の「総所得金額等を合計した額」を
もとに均等割額を軽減しています。

　被保険者本人の ｢賦課のもととなる所得金額｣ をもとに所得割額を軽
減しています。

総所得金額等の合計が下記に該当する世帯 軽減
割合

軽減後の
均等割額

４３万円＋（年金または給与所得者の合計数－ １）
×１０万円以下 ７割 １３,９２０円

４３万円＋（年金または給与所得者の合計数－ １）
×１０万円＋（２９万円×被保険者の数）以下 ５割 ２３,２００円

４３万円＋（年金または給与所得者の合計数－ １）
×１０万円＋（５３.５万円×被保険者の数）以下 ２割 ３７,１２０円

※６５歳以上で公的年金等控除を受けた方は、さらに高齢者特別控除
１５万円を控除します。
※世帯主が被保険者でない場合でも、世帯主の所得は軽減を判定する
対象となります。
※世帯の判定は毎年度 ４月 １日時点で行います。

賦課のもととなる所得金額 軽減割合
１５万円以下 ５０％
２０万円以下 ２５％

　後期高齢者医療制度の対象となった日の前日まで会社の健康保険など
（国保・国保組合は除く）の被扶養者だった方は、資格取得から ２年を
経過する月まで ５割軽減、所得割額は当面の間かかりません。

所　属 階　級 氏　名

本 団

団 長 石井　良勝
副 団 長 寺澤　優友
副 団 長 和久井茂文
副 団 長 加藤　宏康

第一分団

分 団 長 浅見　祐一
副分団長 野村　兼一
部 長 若林　哲也
部 長 清水　大
部 長 丹生　秀樹

第二分団

分 団 長 鈴木　兄悟
副分団長 内田　貴之
部 長 江成　潤
部 長 金子　貴志
部 長 藤本　貴章

第三分団

分 団 長 田中　敏晃
副分団長 土方　孝之
部 長 古川　健一
部 長 友野　貴史
部 長 関　直弥

第四分団

分 団 長 倉茂　順教
副分団長 布施　大介
部 長 倉冨　洋平
部 長 高橋　義行
部 長 岩崎　充孝

所　属 階　級 氏　名

第五分団

分 団 長 大竹　雅美
副分団長 小尾　祐太
部 長 本間　幸紘
部 長 山口　雄大
部 長 髙橋　俊之

第六分団

分 団 長 野中　教史
副分団長 中丸健太郎
部 長 竹内　直輝
部 長 中里　航
部 長 嶋﨑　克典

第七分団

分 団 長 阿部　健二
副分団長 横田　哲也
部 長 城戸　純平
部 長 島嵜　朝也
部 長 重田　昌成

第八分団

分 団 長 大和　康成
副分団長 向野　友喜
部 長 島﨑　一義
部 長 小澤順一郎
部 長 小出　貴洋

第九分団

分 団 長 茅原　隆之
副分団長 小泉　直也
部 長 藤井　祐貴
部 長 長谷川正俊
部 長 外﨑　広一

消防団体制
退団者（ ３月３１日付）
所　属 最高階級 氏　名
本　団 団 長 筋野　明
一分団 分 団 長 久米　堅裕
二分団 分 団 長 窪野　浩史
二分団 団 員 寒河江友樹
二分団 団 員 北山　剛
五分団 分 団 長 髙橋　伸吾
九分団 部 長 小谷　修二

入団者（ ４月 １日付）
所　属 氏　名
一分団 増子　誉
一分団 小山　勝
一分団 小椋　宏
二分団 野間　純也
二分団 中村　浩平
二分団 倉科幸太朗
五分団 村山　高広
六分団 中島　和憲
九分団 山口光太郎

▽
フ
ェ
ス
タ
部
会
…
元
気
村
ま
つ
り
（
毎

年
１０
月
に
実
施
）
の
企
画
・
実
施

▽
広
報
部
会
…
広
報
紙
あ
す
ぴ
あ
通
信
の

企
画
・
取
材
・
編
集

▽
デ
ジ
タ
ル
部
会
…
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
オ

ン
ラ
イ
ン
の
活
用
な
ど
市
民
活
動
の
デ
ジ

タ
ル
化
を
推
進

応
募
資
格　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
で

市
民
活
動
に
関
心
の
あ
る
方

募
集
人
数　
若
干
名

任　
期　
令
和
６
年
３
月
３１
日
ま
で

申
込
み　
４
月
２２
日
（
土
）
ま
で
（
消
印

有
効
）
に
、住
所
、氏
名
（
ふ
り
が
な
）、

年
代
、
電
話
番
号
、
応
募
動
機
（
２
百
字

以
内
）、
希
望
の
部
会
を
記
入
の
う
え
、

問
合
せ
先
へ
（
送
付
・
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
・

電
子
メ
ー
ル
可
、
申
込
み
多
数
の
場
合
は

選
考
で
決
定
）

▪
運
営
サ
ポ
ー
ト
委
員
を
募
集

　
あ
す
ぴ
あ
の
管
理
や
運
営
に
つ
い
て
話

し
合
う
、
運
営
サ
ポ
ー
ト
会
議
の
委
員
を

募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格　
市
内
在
住・在
勤・在
学
で
、

市
民
活
動
、
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
に

関
心
の
あ
る
方

募
集
人
数　
２
人

任　
期　
７
月
〜
令
和
６
年
３
月
３１
日

※
会
議
は
年
３
回
程
度
。

申
込
み　
４
月
２２
日
（
土
）
ま
で
（
消
印

有
効
）
に
、「
市
民
活
動
支
援
に
つ
い
て
」

を
テ
ー
マ
に
し
た
作
文
（
４
百
字
程
度
）

に
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
年
代
、

電
話
番
号
を
問
合
せ
先
へ
（
送
付
・
フ
ァ

ク
シ
ミ
リ
・
電
子
メ
ー
ル
可
、
委
員
は
選

考
で
決
定
し
、
結
果
を
全
員
に
通
知
）

※
応
募
書
類
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

問
合
せ　
小
平
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

あ
す
ぴ
あ
（
〒
１８７
︱
０
０
３
１　
小
川
東

町
４
︱
２
︱
１　
小
平
元
気
村
お
が
わ
東

２
階
）☎
０４２
（
３
４
８
）
２
１
０
４
、
V

０４２
（
３
４
８
）
２
１
１
５
、
Ainfo@

kodaira-shiminkatsudo-ctr.jp

い
き
い
き
協
働
事
業
が
決
定

令
和
５
年
度

　
い
き
い
き
協
働
事
業
と
は
、
市
が
提
示

し
た
課
題
や
事
業
に
つ
い
て
、
市
民
活
動

団
体
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
か
ら
提
案
を
受
け
て
、
公

益
性
の
高
い
事
業
を
市
と
提
案
団
体
と
が

協
働
で
行
う
も
の
で
す
。

　
選
考
し
た
結
果
、
令
和
５
年
度
は
３
件

の
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。

問
合
せ　
市
民
協
働
・
男
女
参
画
推
進
課

☎
０４２
（
３
４
６
）
９
８
０
９

男
女
共
同
参
画
広
報
誌

ひ
ら
く

ひ
ら
く

▪
ひ
ら
く
最
新
号
を
発
行

　
ひ
ら
く
は
、
公
募
の
市
民
が
企
画
・
編

集
し
た
男
女
共
同
参
画
の
啓
発
広
報
誌
で

す
。
市
内
の
公
共
施
設
な
ど
に
あ
る
ほ

か
、
小
平
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
に

な
れ
ま
す
。

　
最
新
号
は
、
ブ
ラ
イ
ン
ド
サ
ッ
カ
ー
か

ら
学
ん
だ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い

て
の
特
集
で
す
。

▪
ひ
ら
く
を
作
り
ま
せ
ん
か　
男
女
共
同

参
画
推
進
実
行
委
員
を
募
集

　
広
報
誌
ひ
ら
く
（
１０
月
・
３
月
発
行
）

の
企
画
・
編
集
な
ど
を
す
る
実
行
委
員
を

募
集
し
ま
す
。

活
動
期
間　
令
和
６
年
３
月
末
ま
で

応
募
資
格　
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方

▽
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

▽
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
ひ
ら
く
で
行

う
月
１
・
２
回
（
平
日
ま
た
は
土
曜
日
の

昼
間
）
の
会
議
に
年
に
半
数
以
上
参
加
で

き
る

募
集
人
員　
１０
人
程
度

申
込
み　
４
月
２８
日
（
金
）
ま
で
に
、
住

所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
生
年
月
日
、

電
話
番
号
、
電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
、
応

募
動
機（
４
百
字
程
度
）を
記
入
の
う
え
、

問
合
せ
先
へ
（
送
付
・
電
子
メ
ー
ル
可
）

問
合
せ　
市
民
協
働
・
男
女
参
画
推
進
課

（
〒
１８７
︱
８
７
０
１　
小
平
市
役
所
）
☎

０４２
（
３
４
６
）
９
６
１
８
、
Akyodo-

danjo@city.kodaira.lg.jp
申
請
を
受
付

新
規
会
社

新
規
会
社

　
　
設
立
応
援
金

　
　
設
立
応
援
金

　
市
内
に
新
た
に
会
社
を
設
立
し
た
場
合

に
応
援
金
を
支
給
し
ま
す
。

対　
象　
認
定
特
定
創
業
支
援
等
事
業
を

受
講
し
て
市
か
ら
証
明
を
受
け
、
本
店
所

在
地
が
市
内
に
あ
る
会
社
を
設
立
し
た
方

給
付
額　
▽
株
式
会
社
の
場
合
…
１０
万
円

▽
合
名
会
社
・
合
資
会
社
・
合
同
会
社
の

場
合
…
５
万
円

※
予
算
の
範
囲
内
で
先
着
順
と
な
り
ま

す
。

※
申
請
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
小
平
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
産
業
振
興
課
☎
０４２
（
３
４
６
）

９
５
３
４

創
業
者
個
別
相
談
窓
口

　
専
門
の
相
談
員
に
相
談
で
き
ま
す
。

日　
程　
▽
４
月
６
日
（
木
）　
市
役
所

５
階
５
０
２
会
議
室

▽
５
月
１１
日
（
木
）　
市
役
所
５
階
５
０

４
会
議
室

▽
６
月
１
日
（
木
）　
市
役
所
５
階
５
０

５
会
議
室

※
各
回
午
後
１
時
か
ら
５
時
ま
で
、
お
お

む
ね
１
人
６０
分
。

※
７
月
以
降
も
月
に
１
回
実
施
予
定
。

対　
象　
創
業
を
予
定
し
て
い
る
方
、
ま

た
は
創
業
し
た
ば
か
り
の
方

定　
員　
各
４
人

申
込
み　
各
回
の
前
日
ま
で
に
、
産
業
振

興
課
へ
（
先
着
順
）
☎
０４２
（
３
４
６
）
９

５
３
４

令和 ５年度実施　いきいき協働事業
実施事業 実施団体 担当課

デジタル初心者の
ための実践講習会

小平ＩＴ推進
市民グループ

市民協働・男女
参画推進課

環境配慮行動啓発
動画作成・ワーク
ショップ等開催

たきｖｉｖａ！ 環境政策課

鷹の台公園予定地
におけるイベント
開催

ＮＰＯ法人こ
だいら自由遊
びの会

水と緑と公園課

職　
　
種

採
用
予
定

人
数

応
募
資
格

一
般
事
務

若
干
名

平
成
５
年
４
月
２
日
以
降
平
成
１７
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

一
般
事
務

（
障
が
い

者
対
象
）

若
干
名

昭
和
３８
年
４
月
２
日
以
降
平
成
１７
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

▽
身
体
障
害
者
福
祉
法
第
１５
条
に
定
め
る
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付

を
受
け
て
い
る

▽
都
道
府
県
知
事
ま
た
は
政
令
指
定
都
市
市
長
が
発
行
す
る
療
育
手

帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る

▽
知
的
障
害
者
更
生
相
談
所
、
児
童
相
談
所
、
精
神
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
、
障
害
者
職
業
セ
ン
タ
ー
、
精
神
保
健
指
定
医
に
よ
り
知
的
障

害
者
で
あ
る
と
判
定
さ
れ
た

▽
精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
法
律
第
４５
条
に
定
め

る
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る

一
般
技
術

（
土
木
）

２
人

昭
和
４５
年
４
月
２
日
以
降
平
成
１７
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

で
、次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方（
就
職
氷
河
期
世
代
ま
で
対
象
）

▽
大
学
・
高
等
学
校
な
ど
に
お
い
て
土
木
技
術
関
連
科
目
を
履
修
し

卒
業
し
た
か
、
卒
業
見
込
み
で
あ
る

▽
技
術
士
（
建
設
、
上
下
水
道
、
総
合
技
術
監
理
部
門
）、
技
術
士

補
（
建
設
、
上
下
水
道
部
門
）、
土
木
施
工
管
理
技
士
（
１
級
ま
た

は
２
級
）、測
量
士
、測
量
士
補
の
い
ず
れ
か
の
資
格
を
有
し
て
い
る

一
般
技
術

（
建
築
）

１
人

昭
和
４５
年
４
月
２
日
以
降
平
成
１７
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

で
、次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方（
就
職
氷
河
期
世
代
ま
で
対
象
）

▽
大
学
・
高
等
学
校
な
ど
に
お
い
て
建
築
技
術
関
連
科
目
（
意
匠
ま

た
は
構
造
）
を
履
修
し
卒
業
し
た
か
、
卒
業
見
込
み
で
あ
る

▽
建
築
の
設
計
、
工
事
監
理
、
施
工
管
理
の
い
ず
れ
か
の
職
務
経
験

が
あ
る

▽
構
造
の
設
計
（
構
造
計
算
な
ど
）、
工
事
監
理
、
耐
震
診
断
の
い

ず
れ
か
の
職
務
経
験
が
あ
る

▽
建
築
確
認
の
意
匠
ま
た
は
構
造
に
関
す
る
審
査
（
補
助
業
務
を
含

む
）
の
職
務
経
験
が
あ
る

▽
構
造
計
算
適
合
性
判
定
（
補
助
業
務
を
含
む
）
の
職
務
経
験
が
あ

る▽
建
築
士
（
１
級
ま
た
は
２
級
）、
構
造
設
計
１
級
建
築
士
の
い
ず

れ
か
の
資
格
を
有
し
て
い
る

学
芸
員

１
人

昭
和
３８
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方
で
、
次
の
す
べ
て
に
該
当

す
る
方

▽
学
芸
員
資
格
を
有
す
る
か
、
令
和
５
年
６
月
３０
日
ま
で
に
資
格
取

得
見
込
み
で
あ
る

▽
日
本
旧
石
器
考
古
学
に
関
す
る
知
識
・
経
験
を
有
す
る

保
健
師

３
人

昭
和
４５
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方
で
、
保
健
師
資
格
を
有
す

る
か
、
令
和
５
年
６
月
３０
日
ま
で
に
資
格
取
得
見
込
み
の
方
（
就
職

氷
河
期
世
代
ま
で
対
象
）


